
 

 

 

出雲市観光基本計画の策定について 

 

 令和６年１２月議会において報告した本計画（案）について、パブリックコメント等を

実施し、令和７年１月２９日の第４回出雲市観光戦略会議において承認され、出雲市観光

基本計画として策定しましたので報告します。 
 

記 

 

１．パブリックコメントの実施結果について   

 （（１）間  令和６年（2024）１２月１３日（金）～令和７年（2025）１月１４日（火） 

 （２）提出者数 ２名（意見１１件）      

 （３）計画に反映した意見数 １件 
 

意見内容（要約） 反映内容 

次の点がかけていると思う。 

１．観光基本計画（案）の原案作成者（団体） 

２．策定委員会で検討されたのであれば、そ

の委員名 

３．計画（案）作成までの経過 

 ⑴策定委員会があれば、開催年月日 

 ⑵市役所内での検討・協議の開催年月日と

メンバー 

 原案作成者（団体）は、出雲市観光戦略会議。 

委員名、計画案策定までの会議の開催年月日は、

資料編に掲載。 

 市役所内での検討は、観光戦略会議に先立ち、

庁内推進本部会議を開いて内容を確認したほか、

随時観光交流部や関係課による協議を重ね、会議

の開催年月日は、資料編に記載。 

 資料１ 出雲市観光基本計画 策定経緯（P84） 

 資料２ 出雲市観光戦略会議 委員名簿（P85） 

 

２．出雲市観光基本計画 コンセプトブックの作成について  

  インナープロモーションが重要との意見を踏まえ、誰にも知っておいてほしい出雲の

古代からつながる歴史などを紹介する「コンセプトブック」を作成 

 

３．計画推進スケジュールについて 

 

全 員 協 議 会 資 料 
令和７年（ 2 0 2 5）３月１７日 
観 光 交 流 部 観 光 課 
観光交流部インバウンド推進課 

資料 観光１ 
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本
計

画
は

、
出

雲
の

観
光

に
関

わ
る

す
べ

て
の

人
の

た
め

の

観
光

ま
ち

づ
く

り
の

羅
針

盤
。

力
を

合
わ

せ
て

進
む

方
向

で
あ

り
、

迷
っ

た
と

き
に

立
ち

返
る

“拠
り

ど
こ

ろ
”。

共
通

の
目

標
や

役
割

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
、コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
や

連
携

が
活

発
化

す
る

だ
け

で
な

く
、

取
組

に
関

わ
る

輪
が

広
が

り
、

観
光

を
軸

と
し

た
ま

ち
づ

く
り

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
大

き
く

高
ま

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

1.
な

ぜ
観

光
振

興
に

取
り

組
む

の
か

？

2.
基

本
理

念
と

行
動

指
針

3.
目

指
す

将
来

像
と

数
値

目
標
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市

観
光
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と
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題
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ー

ル
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想
定

）
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2

出
雲

市
に

と
っ

て
、

観
光

振
興

に
取

り
組

む
意

義
は

何
で

し
ょ

う
か

。
観

光
産

業
は

、
地

方
の

成
長

産
業

。
特

に
出

雲
市

に
と

っ
て

は
大

き
な

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
有

す
る

産
業

で
す

。
さ

ら
に

、“
住

ん
で

よ
し

、
訪

れ
て

よ
し

”
の

魅
力

あ
る

地
域

づ
く

り
に

つ
な

が
る

効
果

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
多

様
な

効
果

を
も

た
ら

す
た

め
に

は
、

観
光

振
興

の
取

組
を

、“
観

光
地

経
営

”
に

進
化

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

な
ぜ

観
光

振
興

に
取

り
組

む
の

か
？

1.

観
光
振
興
が
も
た
ら
す
効
果
イ
メ
ー
ジ

（
地
域
経
済
の
発
展
／
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
）

住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
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༽
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売
上
UP

観
光
産
業

地
域
経
済
の
発
展

（
関
連
産
業
へ
波
及
）

観
光
消
費

観
光
に
よ
る

訪
問

消
費
の
増
加

関
連

産
業

で
働

く
人

々
の

所
得

UP

ஏ
Ү
͹
ຳ
ྙ
ʀ

Ճ
஍
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࠸
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地
域

の
魅

力
住

み
や

す
さ

UP

利
用
者
UP

新
し
い
出
雲
市
観
光
の
視
点

観
光
地
経
営
へ
の
進
化

こ
れ
か
ら
の
観
光
地
経
営
に
求
め
ら
れ
る
視
点

観
光

地
経

営
と

は
、「

地
域

の
多

様
な

関
係

者
と

ビ
ジ

ョ
ン

・
戦

略
の

合
意

形
成

を
行

い
、住

ん
で

よ
し

、訪
れ

て
よ

し
の

持
続

可
能

な
観

光
ま

ち
づ

く
り

を
経

営
的

な
視

点
で

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

こ
と

」で
す

今
ま

で
以

上
に

、様
々

な
地

域
産

業
へ

の
波

及
や

、地
域

の
魅

力
や

歴
史

文
化

の
継

承
な

ど
、出

雲
の

素
晴

ら
し

さ
を

未
来

に
つ

な
げ

る
意

義
を

大
切

に
し

て
い

き
た

い
わ

持
続

可
能

な
観

光
開

発

地
域

の
社

会
経

済
発

展
と

文
化

・
自

然
の

保
全

・
継

承
と

を
両

立
す

る
持

続
可

能
な

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
観

光
開

発

市
民

の
幅

広
い

支
持

と
協

力

観
光

振
興

の
意

義
や

取
組

成
果

を
市

民
の

皆
様

が
実

感
で

き
、応

援
や

協
力

・
参

画
頂

け
る

よ
う

に
取

り
組

む
こ

と

出
雲

に
し

か
な

い
も

の
を

大
切

に
す

る
（

ユ
ニ

ー
ク

/
オ

ン
リ

ー
ワ

ン
）

ど
こ

か
で

見
た

よ
う

な
観

光
地

で
は

な
い

、地
域

特
有

の
歴

史
文

化
や

自
然

景
観

、伝
統

・
生

業
を

大
切

に
す

る
オ

ン
リ

ー
ワ

ン
の

観
光

地

地
域
内
で
消
費
が
循
環
す
る
こ
と
で

よ
り
地
域
経
済
が
豊
か
に

地
域
の
暮
ら
し
や
文
化
が
持
続
可
能
な

形
で
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る

3
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基
本

理
念

と
行

動
指

針
2.

神
々

の
国

、
未

来
へ

八
雲

立
つ

私
た

ち
は

、観
光

産
業

を
持

続
可

能
な

ま
ち

づ
く

り
の

原
動

力
と

し
、

神
々

の
国

出
雲

の
文

化
と

と
も

に
、豊

か
な

出
雲

の
地

を
次

世
代

に
引

き
継

ぎ
ま

す
。

基
本

理
念

私
た

ち
は

、
観

光
振

興
に

取
り

組
む

に
当

た
っ

て
、

根
底

に
あ

る
考

え
方

を
以

下
の

と
お

り
と

し
ま

す
。

●
長

期
的

な
視

野
に

立
ち

、
お

か
げ

さ
ま

と
お

も
て

な
し

の
心

で
地

域
全

体
で

良
く

な
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。

●
出

雲
の

歴
史

文
化

や
本

物
の

豊
か

さ
を

誇
り

に
思

い
、

磨
き

上
げ

る
こ

と
で

地
域

全
体

の
価

値
を

高
め

ま
す

。

●
観

光
を

起
点

に
地

域
内

外
の

交
流

を
活

性
化

さ
せ

、
経

済
の

好
循

環
と

人
的

交
流

に
よ

る
活

力
向

上
を

図
り

ま
す

。

●
は

じ
ま

り
の

地
出

雲
の

物
語

を
国

内
外

に
発

信
し

、
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

力
を

更
に

高
め

ま
す

。

●
持

続
可

能
な

ま
ち

づ
く

り
の

原
動

力
と

し
て

、 
出

雲
の

未
来

を
創

造
す

る
次

世
代

の
観

光
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

地
域

協
働

の
推

進

地
域

価
値

の
再

認
識

と
磨

き
上

げ

経
済

と
交

流
の

活
性

化

ブ
ラ

ン
ド

力
向

上

人
材

育
成

行
動

指
針

4
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目
指

す
将

来
像

と
数

値
目

標
3.

観
光

地
経

営
で

な
す

住
ん

で
よ

し
、

訪
れ

て
よ

し
の

観
光

ま
ち

づ
く

り

将
来

像

周
遊

滞
在

型
・

通
年

型
の

観
光

ま
ち

づ
く

り
を

戦
略

的
に

実
現

し
、

住
む

人
・

訪
れ

る
人

双
方

が
出

雲
の

多
様

な
魅

力
に

気
付

き
、楽

し
ん

で
い

ま
す

。

多
様

な
魅

力
の

発
見

こ
れ
ま
で
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

地
域
の
価
値
の
再
認
識
・
新
発
見

出
雲

大
社

本
物

様
々

な
縁

に
出

会
え

る
地

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

（
昔

か
ら

受
け

継
が

れ
て

き
た

も
の

）

自
然

・
歴

史
・

伝
統

・
文

化

人
・

交
流

心
の

拠
り

所

ス
ト

ー
リ

ー
・

学
び

出
雲
の
強
み
と
な
る
価
値

（
キ
ー
ワ
ー
ド
/
素
材
）

訪
れ
る
人
像

自
然

や
歴

史
の

価
値

を
知

り
、

敬
意

や
愛

情
を

も
っ

て
接

す
る

こ
と

が
で

き
る

観
光

客

相
応

の
対

価
を

払
う

こ
と

が

持
続

可
能

な
観

光
地

を
作

る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
観

光
客

物
見

遊
山

で
な

い
旅

（
目

に
見

え
な

い
価

値
）

を
求

め
て

い
る

観
光

客

価 値 を 提 供 で き る

観 光 ま ち づ く り

出 雲 の 地 域 の 価 値 、

旅 の 価 値 を 伝 え る

周
遊

滞
在

型
通

年
型

観
光

の
実

現

観
光

地
経

営
に

よ
る

好
循

環

観
光

地
経

営
に

よ
る

好
循

環

市
民
が
も
っ
と
出
雲
の
こ
と
を
知
り
、
楽
し
ん
で
い
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
人
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る

観
光
地
経
営
の
推
進
力
が
高
ま
っ
て
い
る

出
雲
の
多
様
な
魅
力
を
知
り
、
楽
し
ん
で
い
る

出
雲
フ
ァ
ン
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る

い
つ
も
出
雲
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

（
１
）目
指
す
将
来
像

5
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基
準

値
20

23
（

R5
）

目
標

値
20

29
（

R1
1）

基
準

値
20

23
（

R5
）

目
標

値
20

29
（

R1
1）

基
準

値
20

23
（

R5
）

目
標

値
20

29
（

R1
1）

基
準

値
20

23
（

R5
）

目
標

値
20

29
（

R1
1）

地
域

経
済

へ
の

貢
献

【
高

校
生

】
出

雲
に

愛
着

や
、

魅
力

・
誇

り
を

感
じ

る
80

.9
％

85
％

【
市

民
】

出
雲

市
の

住
み

や
す

さ
87

.9
％

88
％

【
滞

在
】

宿
泊

客
延

べ
数

84
.0

万
人

10
0万

人

【
入

込
】

入
込

客
延

べ
数

1,
20

9万
人

1,
44

0万
人

【
来

訪
者

】
出

雲
市

来
訪

者
の

島
根

旅
行

満
足

度
※

78
.2

％
80

％

【
来

訪
者

】
出

雲
市

来
訪

者
の

島
根

旅
行

推
奨

度
※

78
.8

%
80

%

【
事

業
者

】
観

光
客

を
誘

客
す

る
た

め
の

取
組

の
満

足
度

34
.0

％
39

％

【
繁

閑
差

】
繁

忙
期

に
対

す
る

閑
散

期
の

割
合

85
.0

％
88

.0
％

【
周

遊
性

】
平

均
訪

問
箇

所
数

1.
35

箇
所

1.
6箇

所

【
リ

ピ
ー

タ
ー

】
出

雲
大

社
の

リ
ピ

ー
タ

ー
率

（
日

帰
り

）

69
.0

％
74

％

【
リ

ピ
ー

タ
ー

】
出

雲
大

社
の

リ
ピ

ー
タ

ー
率

（
宿

泊
）

50
.1

％
54

％

35
％

【
誇

り
】

出
雲

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

（
地

域
の

魅
力

発
信

）へ
の

満
足

度
 

29
.2

％

【
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
】

外
国

人
宿

泊
客

延
べ

数
7,

34
8人

30
,0

00
人

【
消

費
】

観
光

消
費

額
※

（
出

雲
市

来
訪

者
の

県
内

消
費

額
）

53
5.

5億
円

66
3.

6億
円

住
ん

で
よ

し
、

訪
れ

て
よ

し
の

ま
ち

づ
く

り

※
出

雲
市

単
独

で
の

数
値

の
把

握
は

今
後

の
課

題
で

あ
り

、
把

握
が

可
能

と
な

っ
た

場
合

に
は

目
標

値
を

再
検

討
し

ま
す

。

平
均

訪
問

個
所

数
（

目
標

1.
6箇

所
）

観
光

消
費

額
単

価
10

00
円

増
の

達
成

に
よ

る
月

別
宿

泊
客

延
べ

数
の

上
位

6か
月

に
対

す
る

下
位

6か
月

の
割

合

将
来

像
の

実
現

に
向

け
て

、
具

体
的

な
数

値
目

標
を

設
定

し
ま

す
。

（
２
）数
値
目
標

6
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デ
ー

タ
に

基
づ

き
戦

略
策

定
や

効
果

検
証

を
行

う
PD

C
A

サ
イ

ク
ル

が
構

築
で

き
て

い
な

い

出
雲

の
魅

力
や

目
指

す
将

来
像

に
適

し
た

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

特
定

し
、

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
や

商
品

開
発

を
戦

略
的

に
進

め
る

必
要

が
あ

る

デ
ー

タ
で

示
す

こ
と

は
合

意
形

成
に

も
有

効
だ

地
域

と
の

協
働

体
制

の
構

築
や

、観
光

に
関

わ
る

様
々

な
人

材
の

育
成

に
力

を
入

れ
る

必
要

が
あ

る

周
遊

滞
在

型
・

通
年

型
観

光
に

向
け

、国
内

旅
行

の
９

割
を

占
め

る
個

人
客

や
そ

の
リ

ピ
ー

タ
ー

誘
致

に
も

力
を

入
れ

る
必

要
が

あ
る

デ
ジ

タ
ル

ツ
ー

ル
や

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

も
有

効
だ

住
ん

で
い

る
自

分
た

ち
自

身
が

も
っ

と
地

域
の

価
値

を
認

識
す

る
こ

と
が

大
切

景
観

、街
並

み
、歴

史
文

化
な

ど
、守

る
べ

き
資

源
の

継
承

に
も

力
を

入
れ

な
い

と

地
域

特
有

の
価

値
を

提
供

で
き

る
観

光
地

づ
く

り
を

、地
域

と
連

携
し

、観
光

客
目

線
に

立
っ

て
進

め
る

必
要

が
あ

る

渋
滞

や
二

次
交

通
の

問
題

を
は

じ
め

受
入

基
盤

に
も

課
題

が
あ

る
安

定
的

な
財

源
確

保
が

課
題

広
域

連
携

や
予

算
の

有
効

活
用

に
も

一
層

取
り

組
む

べ
き

日
本

に
お

け
る

出
雲

の
特

別
性

を
国

内
外

に
強

く
打

ち
出

す
べ

き
。

ま
た

周
辺

観
光

地
の

認
知

度
も

大
き

く
向

上
さ

せ
た

い

観
光

推
進

組
織

の
専

門
性

や
取

組
の

継
続

性
、

多
様

な
主

体
の

巻
き

込
み

力
を

強
化

す
る

こ
と

が
必

要

関
係

者
の

役
割

分
担

を
明

確
化

し
、

重
複

や
漏

れ
が

な
い

よ
う

全
体

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

こ
と

が
大

切

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

に
つ

い
て

は
様

々
な

意
見

が
あ

っ
た

の
で

、
新

た
な

市
場

の
一

つ
と

し
て

取
組

方
針

を
整

理
し

、
理

解
を

得
る

必
要

が
あ

る

各
エ

リ
ア

の
宿

泊
増

や
繁

閑
差

対
策

に
向

け
、事

業
者

に
お

け
る

デ
ー

タ
活

用
も

推
進

す
べ

き
で

は

デ
ー
タ
活
用

と
戦
略

観
光
地

づ
く
り

誘
　
客

体
　
制

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
強
化

観
光
ま
ち
づ
く
り

誘
客
・
フ
ァ
ン
拡
大

観
光
地
経
営
体
制
・
人
づ
く
り

重
点
課
題

出
雲

市
観

光
戦

略
会

議
や

地
域

観
光

戦
略

会
議

に
お

け
る

議
論

、
様

々
な

現
状

分
析

か
ら

、
出

雲
市

観
光

の
課

題
が

見
え

て
き

ま
し

た
。

出
雲

市
観

光
の

現
状

と
重

点
課

題
4.

7
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A
-1

．戦
略

的
な

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
の

展
開

A
-2

．デ
ー

タ
の

収
集

・
活

用
に

よ
る

分
析

力
・

説
明

力
の

強
化

C
-1

．出
雲

の
特

別
性

と
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

C
-2

．個
人

客
・

リ
ピ

ー
タ

ー
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

多
面

的
な

誘
客

促
進

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

D
-1

．D
M

O
を

中
心

と
し

た
観

光
地

経
営

体
制

の
構

築

D
-2

．地
域

と
の

協
働

体
制

の
構

築

D
-3

．観
光

地
経

営
の

透
明

性
向

上
と

財
源

確
保

B
-1

．地
域

と
連

携
し

た
魅

力
の

磨
き

上
げ

B
-2

．守
る

べ
き

資
源

・
文

化
の

継
承

と
価

値
の

再
認

識

B
-3

．受
入

基
盤

の
充

実

B
-4

．観
光

客
へ

の
情

報
発

信
ル

ー
ト

等
の

活
用

C
-3

．新
市

場
の

創
出

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

強
化

戦
略

A戦
略

観
光

ま
ち

づ
く

り
戦

略
B戦

略

誘
客

・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
C戦

略

観
光

地
経

営
体

制
・

人
づ

く
り

戦
略

D戦
略

主
要
施
策

戦
略
名

戦
略

と
主

要
施

策
5.

庁
内

推
進

本
部

地
域

観
光

交
流

部
観

光
協

会
（

D
M

O
）戦
略
D
に
基
づ
く
主
な
役
割
分
担
（
想
定
）

8
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マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

強
化

戦
略

A戦
略

住
ん

で
よ

し
、

訪
れ

て
よ

し
の

周
遊

滞
在

型
・

通
年

型
観

光
を

実
現

し
、

地
域

経
済

に
好

循
環

を
生

み
出

し
て

い
く

た
め

、
戦

略
的

な
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

活
動

の
展

開
を

推
進

し
ま

す
。

ま
た

、
効

果
的

な
施

策
立

案
と

効
果

の
検

証
を

行
う

と
と

も
に

、
関

係
者

と
の

合
意

形
成

や
市

民
理

解
を

図
る

た
め

、
デ

ー
タ

の
収

集
・

活
用

を
進

め
ま

す
。

出
雲

観
光

協
会

公
式

予
約

サ
イト

「
出

雲
旅

」の
導

入

地
域

全
体

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

力
強

化
に

向
け

て
取

組
紹

介

出
雲

観
光

協
会

Ｈ
Ｐ

出
雲

観
光

協
会

公
式

予
約

サ
イ

ト
（

出
雲

旅
）

宿
泊

着
地

型
ツ

ア
ー

・
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

等

観
光
客

そ
の

他
観

光
情

報

観
光
協
会

宿
泊
施
設

体
験
提
供
事
業
者
等

デ
ー
タ

商
品

掲
載

商
品

掲
載

予 約
口 コ ミ

予 約
口 コ ミ デ
ー
タ

閲 覧閲 覧

顧
客

分
析

、
リ

ピ
ー

タ
―

化
等

顧
客

分
析

、
リ

ピ
ー

タ
―

化
等

地
域

内
の

商
品

の
一

覧
性

ア
ッ

プ
地

域
内

の
商

品
の

一
覧

性
ア

ッ
プ

令
和

６
年

１
２

月
、市

内
の

旅
行

商
品

等
の

公
式

予
約

サ
イ

ト「
出

雲
旅

」を
導

入
し

ま
し

た
。地

域
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力（

販
売

力
）を

高
め

る
ツ

ー
ル

と
し

て
注

目
さ

れ
て

い
る

、地
域

限
定

の
予

約
販

売
サ

イ
ト

で
す

。
い

わ
ば

商
品

の「
陳

列
棚

」が
整

い
ま

し
た

の
で

、地
域

の
様

々
な

魅
力

・
出

雲
の

暮
ら

し
や

文
化

を
楽

し
め

る
商

品
の

発
掘

・
掲

載
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

大
手

旅
行

会
社

で
は

扱
う

こ
と

が
難

し
い

、地
域

の
多

様
な

商
品

を
販

売
で

き
る

仕
組

み
が

整
う

メ
リ
ッ
ト
１

顧
客

デ
ー

タ
を

分
析

し
、地

域
や

事
業

者
の

販
売

力
ア

ッ
プ

メ
リ
ッ
ト
2

低
手

数
料

で
利

用
で

き
る

（
手

数
料

は
市

の
観

光
振

興
に

活
用

）

メ
リ
ッ
ト
3

戦
略

的
な

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
の

展
開

❶
 観

光
地

と
し

て
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

策
定

等

A
-1

. デ
ー

タ
の

収
集・

活
用

に
よ

る
分

析
力・

説
明

力
の

強
化

❶
 デ

ー
タ

の
収

集
強

化
と

地
域

/ 
事

業
者

に
お

け
る

分
析・

活
用

A
-2

.

観
光
地
に
お
け
る
観
光
計
画
と
観
光
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
関
係
性 行

っ
た

り
来

た
り

を
繰

り
返

す

観
光

計
画

観
光

地
と

し
て

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

商
品

×
価

格
×

販
路

×
プ

ロ
モ

―
シ

ョ
ン

タ
ー

ゲ
ッ

ト
設

定
・

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
な

ど

目
指

す
姿

×
ヒ

ト
・

モ
ノ

・
カ

ネ
の

資
源

配
分

自
治

体

D
M

O

D
M

O
・

事
業

者

参
考

：
安

藤
 弘

樹
. “

企
業

に
お

け
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
機

能
と

は
？

企
業

戦
略

や
他

部
門

と
の

関
係

に
つ

い
て

詳
し

く
説

明
し

ま
す

！
”

.
　

　
　

株
式

会
社

H&
K.

 2
02

1-
08

-3
1.

 h
tt

ps
:/

/w
w

w
.h

an
dk

-in
c.

co
.jp

/b
lo

g/
m

ar
ke

tin
g-

fu
nc

tio
n,

（
参

照
20

22
-1

2-
02

）
出

典
：

観
光

庁
「

観
光

地
域

づ
く

り
法

人
（

D
M

O
）

に
よ

る
観

光
地

域
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

」（
R4

.1
2）

9
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観
光

ま
ち

づ
く

り
戦

略
B戦

略

中
国

地
方

で
も

有
数

の
観

光
客

数
や

出
雲

フ
ァ

ン
の

存
在

は
、

出
雲

市
の

大
き

な
強

み
で

あ
り

、
ま

ち
づ

く
り

に
お

い
て

、
よ

り
積

極
的

に
観

光
と

い
う

切
り

口
を

活
用

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

観
光

ま
ち

づ
く

り
は

幅
広

い
分

野
に

関
わ

る
総

合
的

な
取

組
で

あ
り

、
観

光
に

よ
る

経
済

効
果

を
最

大
化

す
る

と
と

も
に

、
観

光
を

活
用

し
た

多
様

な
地

域
課

題
へ

の
貢

献
を

目
指

し
て

い
き

ま
す

。

地
域

と
連

携
し

た
魅

力
の

磨
き

上
げ

❶
地

域
ご

と
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

検
討

❷
コ

ン
テ

ン
ツ

の
磨

き
上

げ・
充

実
❸

周
遊

に
向

け
た

仕
掛

け
づ

く
り（

周
遊

戦
略

）
❹

着
地

情
報

の
充

実・
案

内
力

の
向

上

B-
1.

守
る

べ
き

資
源・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

❶
街

並
み

や
自

然
景

観
の

保
全

❷
歴

史
文

化
資

源
の

保
存

と
活

用
❸

市
民

へ
の

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
―

シ
ョ

ン

B-
2.

受
入

基
盤

の
充

実
❶

繁
忙

期
の

渋
滞

対
策

の
強

化
❷

 公
共

交
通

等
の

利
便

性
の

向
上

と
活

用
促

進
❸

 快
適

な
旅

行
環

境
の

整
備・

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

❹
 イ

ン
バ

ウ
ン

ド
受

入
れ

に
対

す
る

事
業

者
支

援
　

❺
 宿

泊
機

能
の

強
化

❻
 観

光
危

機
管

理

B-
3.

観
光

客
へ

の
情

報
発

信
ル

ー
ト

等
の

活
用

❶
 移

住
定

住
の

促
進

❷
 特

産
品

の
販

路
拡

大

B-
4.

Iz
um

o3
65

プ
ロ

ジ
ェ

クト

取
組

紹
介

地
域

特
有

の
価

値
・

魅
力

を
発

掘

令
和

５
年

度
か

ら“
出

雲
で

過
ご

す
時

間
そ

の
も

の
の

魅
力

”を
発

信
し

た
い

と
開

始
し

た
「

Iz
um

o3
65

」プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
、地

域
特

有
の

価
値

・
魅

力
の

発
掘

に
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
。

ブ
ッ

ク
レ

ッ
ト

 『
聞

き
書

き
IZ

U
M

O
36

5』
Iz

um
o観

光
ア

イ
デ

ア
ソ

ン

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
 『

Iz
um

o3
65

』
「

暮
ら

す
よ

う
に

出
雲

を
旅

す
る

」を
テ

ー
マ

に
、ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
に

は
載

っ
て

な
い

出
雲

の
魅

力
を

積
極

的
に

投
稿

。出
雲

で
暮

ら
す

人
の

生
き

ざ
ま

、文
化

を
映

し
、出

雲
に

あ
る「

目
に

見
え

な
い

大
切

な
も

の
」を

表
現

す
る

発
信

に
も

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

立
場

の
違

う
い

ろ
ん

な
方

か
ら

聞
い

た
出

雲
の

魅
力

を
編

集
し

ブ
ッ

ク
レ

ッ
ト

を
作

成
。

Ｗ
Ｅ

Ｂ
記

事
化

し
て

順
次

発
信

し
て

い
ま

す
。

市
内

外
か

ら
の

参
加

者
目

線
で

地
域

の
魅

力
を

再
発

見
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。い

た
だ

い
た

提
案

を
取

り
入

れ
た

施
策

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

出
雲

で
暮

ら
す

人
の

生
き

ざ
ま

、文
化

、
そ

れ
ら

が
映

し
出

さ
れ

た
写

真
が

、
「

出
雲

ら
し

い
景

色
」

　
　

　
映

画
監

督
 錦

織
良

成

1
0
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誘
客

・
フ

ァ
ン

拡
大

戦
略

C戦
略

出
雲

の
特

別
性

や
多

様
な

魅
力

の
認

知
向

上
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
個

人
客

や
リ

ピ
ー

タ
―

確
保

、
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
対

策
に

向
け

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
強

化
し

ま
す

。
新

市
場

の
創

出
に

向
け

、
広

域
の

取
組

を
生

か
し

た
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
誘

客
や

、
多

面
的

な
誘

客
促

進
に

取
り

組
み

ま
す

。

出
雲

の
特

別
性

と
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

❶
 出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ・

歴
史

文
化

的
意

義
の

発
信

❷
 多

様
な

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
に

よ
る

各
エ

リ
ア

の
認

知
向

上

C
-1

. 個
人

客・
リ

ピ
ー

タ
ー

や
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
等

の
誘

客
強

化

❶
 デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
強

化
❷

 出
雲

フ
ァ

ン
と

つ
な

が
る

情
報

発
信・

デ
ジ

タ
ル

化
❸

 オ
フ

シ
ー

ズ
ン

対
策

等
に

資
す

る
民

間
イ

ベ
ン

ト
等

の
支

援

C
-2

. 新
市

場
の

創
出（

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

、多
面

的
な

誘
客

促
進

）

1）
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
❶

 タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

特
定

と
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
応

じ
た

誘
客

戦
略

の
実

施
❷

 広
域

団
体

等
へ

の
連

携
の

働
き

か
け

、 
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

力
の

活
用

❸
 成

功
事

例
の

創
出

、繁
閑

差
対

策
の

観
点

の
強

化

2）
多

面
的

な
誘

客
促

進
❶

 団
体

客
へ

の
多

様
な

プ
ラ

ン
販

売
の

強
化

❷
 ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

な
ど

多
様

な
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
❸

 Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ

等
の

誘
致

C
-3

.

観
光

・
移

住
公

式
L

IN
E「

出
雲

フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ

」

取
組

紹
介

潜
在

し
て

い
る

出
雲

フ
ァ

ン
を

リ
ピ

ー
タ

ー
へ

！

令
和

6年
10

月
か

ら
、情

報
発

信
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
し

て「
観

光
・

移
住

公
式

ラ
イ

ン（
出

雲
フ

ァ
ン

ク
ラ

ブ
）」

を
開

設
し

ま
し

た
。

観
光

協
会

H
Pの

ほ
か

、令
和

６
年

度
に

導
入

し
た

各
種

ツ
ー

ル（
体

験
＆

宿
泊

の
公

式
予

約
サ

イ
ト

、旅
の

相
談

が
で

き
る

オ
ー

プ
ン

チ
ャ

ッ
ト

、イ
ベ

ン
ト

マ
ッ

プ
、ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

機
能

等
）を

集
約

し
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
デ

ジ
タ

ル
ツ

ー
ル

を
使

う
こ

と
で

、こ
れ

ま
で

は
直

接
情

報
を

届
け

ら
れ

な
か

っ
た

、出
雲

に
関

心
や

ご
縁

の
あ

る
方

々
に

、継
続

的
/プ

ッ
シ

ュ
型

で
情

報
発

信
を

行
い

、地
域

と
の

つ
な

が
り

を
広

げ
て

い
き

ま
す

。
市

内
の

情
報

が
便

利
に

見
れ

ま
す

の
で

、市
民

の
皆

様
に

も
、ま

た
、各

施
設

等
で

の
お

客
様

へ
の

ご
案

内
に

も
、出

雲
フ

ァ
ン

ク
ラ

ブ
を

是
非

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

「
デ
ィ
ー
プ
な
い
ず
も
」タ
ブ
で
は
移
住
や
お
仕
事
情
報
等
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

1
1
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観
光

地
経

営
体

制
・

人
づ

く
り

戦
略

D戦
略

市
、

観
光

協
会

、
関

係
団

体
な

ど
、

観
光

に
携

わ
る

主
体

が
共

通
の

目
的

や
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
明

確
化

し
な

が
ら

観
光

地
経

営
の

体
制

を
構

築
し

、
地

域
全

体
を

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

観
光

地
経

営
の

透
明

性
を

確
保

す
る

た
め

、
デ

ー
タ

に
基

づ
く

PD
C

A
サ

イ
ク

ル
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
安

定
的

な
財

源
の

確
保

を
検

討
し

ま
す

。

D
M

O
を

中
心

と
し

た
観

光
地

経
営

体
制

の
構

築

❶
 Ｄ

Ｍ
Ｏ

の
構

築
と

役
割

分
担

の
明

確
化

❷
 幅

広
い

分
野

の
連

携
促

進・
意

識
改

革

D
-1

. 地
域

と
の

協
働

体
制

の
構

築

❶
 人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

と
情

報
共

有・
連

携
の

推
進

❷
 地

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

検
討

❸
 地

域
側

の
担

い
手・

運
営

体
制

の
検

討

D
-2

. 観
光

地
経

営
の

透
明

性
向

上
と

財
源

確
保

❶
 デ

ー
タ

に
基

づ
く

PD
CA

 サ
イ

ク
ル

の
実

施・
公

表
❷

 人
材

確
保・

育
成

等
へ

の
予

算
確

保
❸

 安
定

的
な

財
源

確
保

の
検

討
等

❹
 広

域
的

な
連

携
の

推
進

D
-3

.

地
域

観
光

戦
略

会
議

の
開

催

取
組

紹
介

地
域

の
観

光
ま

ち
づ

く
り

の
活

性
化

に
向

け
て

令
和

６
年

度
の

地
域

観
光

戦
略

会
議

に
お

い
て

、引
き

続
き

情
報

共
有

や
地

域
内

連
携

を
進

め
た

い
と

の
意

見
が

多
か

っ
た

こ
と

か
ら

、 
令

和
７

年
度

以
降

も
、地

域
の

希
望

を
踏

ま
え

た
形

で
地

域
観

光
戦

略
会

議
を

継
続

す
る

こ
と

と
し

ま
す

。
市

や
観

光
協

会
の

地
域

担
当

を
設

置
し

て
地

域
と

の
連

携
を

強
化

し
、情

報
共

有
や

個
々

の
プ

レ
イ

ヤ
ー

が
取

り
組

め
る

活
動

の
推

進
を

図
り

ま
す

。
加

え
て

、地
域

の
希

望
に

応
じ

、地
域

協
働

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

や
地

域
事

務
局

の
設

置
も

検
討

し
ま

す
。

地
域

と
の

協
働

体
制

の
検

討
イ

メ
ー

ジ
（

例
）

観
光

協
会

出
雲

市

商
工

団
体

・
事

業
委

託（
地

域
事

務
局

）
・

地
域

担
当

職
員

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
・

そ
の

他
支

援

・
支

所
職

員
に

よ
る

サ
ポ

ー
ト

・
個

社
支

援
・

支
所

職
員

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
・

個
社

支
援

事
業

委
託

全
般

的
支

援

地
域

観
光

戦
略

会
議

地
域

内
の

事
業

者
地

域
団

体
地

域
住

民

地
域

事
務

局

D
M

O（
観

光
地

域
づ

く
り

法
人

）と
は

？
（

参
考

）観
光

庁
へ

の
登

録
要

件
地

域
の「

稼
ぐ

力
」を

引
き

出
す

と
と

も
に

、地
域

へ
の

誇
り

と
愛

着
を

醸
成

す
る

地
域

経
営

の
視

点
に

立
っ

た
観

光
地

域
づ

く
り

の
司

令
塔

と
な

る
法

人
で

す
。

●
 多

様
な

関
係

者
の

合
意

形
成

　
　

　
●

 戦
略

、K
PI

 の
設

定
、P

D
C

A
 サ

イ
ク

ル
の

確
立

●
 観

光
関

連
事

業
と

戦
略

の
整

合
、プ

ロ
モ

―
シ

ョ
ン

　
等

D
M

O：
D

es
tin

at
io

n 
M

an
ag

em
en

t/
M

ar
ke

tin
g 

O
rg

an
iz

at
io

nの
略

。

1
2
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6．
計
画
推
進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
想
定
）

R6
（

20
24

）
R7

（
20

25
）

R8
（

20
26

）
R9

（
20

27
）

R1
0

（
20

28
）

R1
1

（
20

29
）

毎
年
度
KP
Iを
公
表
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
充
実
を
図
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
基
づ
く
事
業
実
施

（
時
期
未
定
）
財
源
確
保
に
伴
う
人
材
強
化
等

観 光 基 本 計 画 策 定

観
光
協
会
の
発
展
的
改
組
検
討

観
光
庁
へ
の
D
M
O
登
録
検
討

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
策
定

ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
ve
r.1
作
成

（
市・
協
会
ほ
か
）

財
源
確
保
検
討

※
観

光
庁

へ
の

D
M

O
登

録
は

、要
件

を
満

た
せ

ば
観

光
協

会
の

発
展

的
改

組
に

先
立

ち
登

録
が

認
め

ら
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
タ

イ
ミ

ン
グ

を
含

め
今

後
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

私
た

ち
は

、
観

光
を

軸
と

し
た

ま
ち

づ
く

り
を

通
じ

て
、

地
域

内
外

の
交

流
の

輪
と

経
済

の
好

循
環

を
広

げ
る

と
と

も

に
、

出
雲

の
多

様
な

魅
力

が
住

む
人

・
訪

れ
る

人
に

再
発

見

さ
れ

愛
さ

れ
る

よ
う

、
出

雲
の

観
光

に
関

わ
る

人
々

を
巻

き

込
ん

で
、

こ
の

出
雲

市
観

光
基

本
計

画
を

推
進

し
ま

す
。

そ
し

て
、

は
じ

ま
り

の
地

出
雲

の
物

語
を

国
内

外
に

広
げ

、

未
来

を
創

造
す

る
次

世
代

に
つ

な
げ

て
い

き
ま

す
。 

出
雲

フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ

LI
N
E

出
雲

市
観

光
基

本
計

画
に

つ
い

て
の

W
eb

ペ
ー

ジ
は

こ
ち

ら

Iz
um

o 
Ja

pa
n

Y
ou
Tu
be

出
雲

市
観

光
基

本
計

画
令

和
7年

（
20

25
）3

月

出
雲

市（
観

光
交

流
部

）

1
3



パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

１
．

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
実

施
期

間
：

令
和

６
年

１
２

月
１

３
日

（
金

）
～

令
和

７
年

１
月

１
４

日
（

火
）

２
．

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
実

施
結

果
：

①
提

出
者

数
・

意
見

数
：

提
出

者
数

２
名

（
意

見
１

１
件

）

②
計

画
に

反
映

し
た

意
見

数
：

１
件

意
見

番
号

項
目

小
項

目
意

見
内

容
市

の
考

え
方

1
戦

略
B

観
光

ま
ち

づ
く

り
戦

略

B
-2

守
る

べ
き

資
源

・
文

化
の

と
価

値
の

再
認

識

〇
街

並
み

や
自

然
景

観
の

保
全

に
つ

い
て

・
景

観
形

成
基

準
→

新
体

育
館

は
違

反
し

て
い

る

・
景

観
形

成
地

域

　
木

綿
街

道
に

つ
い

て
、

重
伝

建
導

入
を

検
討

す
る

と
の

こ
と

だ
が

、
過

去
、

重
伝

健
指

定
に

動
い

た
際

に
は

市
と

し
て

何
を

し
た

の
か

。

・
新

体
育

館
に

つ
い

て
は

、
地

元
や

出
雲

市
景

観
審

議
会

等
か

ら
ご

意
見

を
い

た
だ

き
な

が
ら

、
景

観
に

配
慮

し
建

設
し

て
い

ま
す

。
今

後
も

街
並

み
や

自
然

環
境

の
保

全
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

【
文

化
ス

ポ
ー

ツ
課

】
【

建
築

住
宅

課
】

・
木

綿
街

道
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
歴

史
的

な
町

並
み

を
形

成
す

る
建

造
物

の
調

査
と

文
化

財
登

録
を

推
進

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

す
。

今
後

は
専

門
家

の
意

見
を

踏
ま

え
て

、
重

伝
建

の
導

入
等

を
検

討
し

ま
す

。
【

文
化

財
課

】

2

〇
歴

史
文

化
資

源
の

保
存

と
活

用
に

つ
い

て

　
文

化
財

の
調

査
や

保
存

を
推

進
し

、
観

光
資

源
と

し
て

の
活

用
を

積
極

的
に

推
進

と
あ

る
が

、
市

指
定

文
化

財
で

あ
っ

た
大

津
町

の
本

山
田

家
住

宅
は

解
体

し
て

し
ま

っ
た

。

　
文

化
財

に
関

し
て

は
、

所
有

者
の

ご
理

解
・

ご
協

力
を

得
な

が
ら

、
今

後
も

文
化

観
光

資
源

と
し

て
、

活
用

を
積

極
的

に
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

【
文

化
財

課
】

3

B
-4

観
光

客
へ

の
情

報
発

信

ル
ー

ト
等

の
活

用

〇
観

光
客

へ
の

情
報

発
信

ル
ー

ト
等

の
活

用

　
御

土
産

代
の

消
費

額
単

価
が

1
,3

1
3
円

と
低

い
が

、
単

価
を

上
げ

ら
れ

る
付

加

価
値

の
あ

る
商

品
開

発
が

必
要

で
は

な
い

か
。

　
数

値
目

標
（

P
3
6
）

に
お

い
て

、
日

帰
り

客
、

宿
泊

客
と

も
に

令
和

１
１

年

度
ま

で
に

消
費

額
単

価
を

1
,0

0
0
円

増
加

さ
せ

、
観

光
消

費
額

を
上

げ
て

い
く

こ

と
を

目
指

す
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
そ

の
実

現
を

図
る

上
で

、
お

土
産

・
特

産
品

な
ど

の
付

加
価

値
の

向
上

や
P

R

力
強

化
に

も
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

お
り

、
ト

キ
を

生
か

し
た

農
産

物
の

ブ
ラ

ン
ド

化
推

進
や

、
「

お
い

し
い

出
雲

」
認

定
制

度
の

更
な

る
活

用
、

民
藝

品
等

の
P

R
強

化
な

ど
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

4

〇
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
対

策
等

に
資

す
る

民
間

イ
ベ

ン
ト

等
の

支
援

に
つ

い
て

、
出

雲
の

日
実

行
委

員
会

は
、

1
月

2
6
日

を
「

出
雲

の
日

」
と

し
、

令
和

２
年

よ
り

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

す
が

、
そ

れ
を

知
っ

て
い

る
市

民
が

い
ま

せ
ん

。
集

客
力

あ
る

イ
ベ

ン
ト

で
す

か
、

効
果

（
費

用
対

効
果

）
を

ど
う

分
析

さ
れ

て
い

ま
す

か
。

　
「

出
雲

の
日

」
は

、
令

和
２

年
か

ら
出

雲
の

日
実

行
委

員
会

が
実

施
し

て
い

る
民

間
主

導
の

イ
ベ

ン
ト

で
す

。
コ

ロ
ナ

禍
を

経
て

、
今

年
度

か
ら

は
取

組
の

範
囲

を
大

社
地

域
以

外
に

も
拡

げ
、

各
地

域
の

商
工

団
体

等
が

協
力

し
て

実
施

す
る

全
市

的
な

イ
ベ

ン
ト

に
な

り
つ

つ
あ

り
ま

す
。

　
事

業
効

果
と

し
て

は
、

こ
の

イ
ベ

ン
ト

の
み

で
図

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん

が
、

近
年

は
冬

季
の

宿
泊

客
数

も
伸

び
、

年
間

の
繁

閑
差

が
縮

小
し

て
お

り
、

今
後

も
冬

季
の

取
組

に
お

い
て

重
要

な
イ

ベ
ン

ト
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

1
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意
見

番
号

項
目

小
項

目
意

見
内

容
市

の
考

え
方

5

戦
略

D

観
光

地
経

営
体

制
・

人
づ

く
り

戦
略

D
-2

地
域

と
の

協
働

体
制

の
構

築

〇
地

域
と

協
働

体
制

の
検

討
イ

メ
ー

ジ
（

例
）

に
つ

い
て

　
市

が
市

観
光

協
会

に
事

業
委

託
し

、
そ

れ
を

地
域

事
務

局
に

再
委

託
し

て
地

域
戦

略
会

議
を

運
営

す
る

（
案

）
と

な
っ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
現

状
の

観
光

協
会

事
務

局
の

人
員

は
少

数
で

あ
る

。
人

員
体

制
が

充
実

で
き

る
か

、
コ

ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
で

き
る

人
材

の
確

保
が

可
能

か
、

予
算

が
確

保
で

き
る

か
等

の
根

本
的

課
題

が
あ

り
ま

す
。

構
想

倒
れ

に
な

る
可

能
性

が
大

だ
と

思
わ

れ
ま

す
。

　
地

域
と

の
協

働
体

制
の

イ
メ

ー
ジ

で
は

、
す

べ
て

を
観

光
協

会
が

担
う

の
で

は
な

く
、

地
域

が
積

極
的

に
関

わ
り

、
市

や
観

光
協

会
が

伴
走

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

の
形

を
考

え
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

観
光

協
会

自
体

も
、

地
域

づ
く

り
支

援
の

機
能

を
強

化
す

る
こ

と
と

し
、

組
織

強
化

を
図

る
計

画
と

し
て

い
ま

す
。

6
そ

の
他

そ
の

他

次
の

点
が

か
け

て
い

る
と

思
う

。

１
．

観
光

基
本

計
画

（
案

）
の

原
案

作
成

者
（

団
体

）

２
．

策
定

委
員

会
で

検
討

さ
れ

た
の

で
あ

れ
ば

、
そ

の
委

員
名

３
．

計
画

（
案

）
作

成
ま

で
の

経
過

　
⑴

策
定

委
員

会
が

あ
れ

ば
、

開
催

年
月

日

　
⑵

市
役

所
内

で
の

検
討

・
協

議
の

開
催

年
月

日
と

メ
ン

バ
ー

　
原

案
作

成
者

（
団

体
）

は
、

出
雲

市
観

光
戦

略
会

議
で

す
。

委
員

名
、

計
画

案
策

定
ま

で
の

会
議

の
開

催
年

月
日

は
、

資
料

編
に

掲
載

し
ま

す
。

　
市

役
所

内
で

の
検

討
は

、
観

光
戦

略
会

議
に

先
立

ち
、

庁
内

推
進

本
部

会
議

を
開

い
て

内
容

を
確

認
し

た
ほ

か
、

随
時

観
光

交
流

部
や

関
係

課
に

よ
る

協
議

を
重

ね
て

き
ま

し
た

。
会

議
の

開
催

年
月

日
は

、
資

料
編

に
記

載
し

ま
す

。

　
資

料
１

　
出

雲
市

観
光

基
本

計
画

　
策

定
経

緯
（

P
8
4
）

　
資

料
２

　
出

雲
市

観
光

戦
略

会
議

　
委

員
名

簿
（

P
8
5
）

1
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意
見

番
号

項
目

小
項

目
意

見
内

容
市

の
考

え
方

Ⅲ
　

目
指

す
将

来
像

と
戦

略

２
　

将
来

像
の

実
現

に
向

け
た

戦
略

　
ご

意
見

を
参

考
に

、
7
～

１
１

に
お

い
て

、
い

た
だ

い
た

４
つ

の
質

問
と

意
見

に
回

答
し

ま
す

。

戦
略

D

観
光

地
経

営
体

制
・

人
づ

く
り

戦
略

D
-1

D
M

O
を

中
心

と
し

た
観

光
地

経
営

体
制

の
構

築

　
「

商
品

造
成

支
援

」
の

機
能

で
、

商
工

団
体

と
連

携
し

た
事

業
者

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

地
域

づ
く

り
支

援
と

し
て

、
市

と
連

携
し

て
地

域
内

連
携

の
促

進
を

図
り

つ
つ

、
体

験
提

供
を

担
う

人
材

育
成

、
地

域
の

事
業

者
や

住
民

が
参

画
し

た
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

の
造

成
、

既
存

コ
ン

テ
ン

ツ
の

磨
き

上
げ

を
進

め
ま

す
。

7
　

「
地

域
と

の
協

働
体

制
」

と
「

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

に
特

化
し

た
商

品
造

成
」

に
つ

い
て

ぜ
ひ

こ
の

機
会

に
ご

検
討

い
た

だ
き

、
「

将
来

像
の

実
現

に
向

け
た

戦
略

」
へ

の
具

体

的
な

計
画

案
の

導
入

を
希

望
し

ま
す

。

　
現

在
進

行
中

の
事

業
計

画
・

コ
ン

テ
ン

ツ
（

開
発

中
も

含
め

）
は

い
ず

れ
も

素
晴

ら

し
く

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

観
光

客
も

満
足

し
て

い
た

だ
け

る
内

容
で

す
。

一
方

で
出

雲

の
日

常
を

地
域

の
輪

の
中

に
入

っ
て

体
験

す
る

コ
ン

テ
ン

ツ
が

あ
れ

ば
“出

雲
フ

ァ
ン

”

が
さ

ら
に

増
え

る
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

て
い

ま
す

。
特

に
海

外
か

ら
の

観
光

客
は

「
出

雲
＝

神
の

国
・

神
聖

・
縁

結
び

」
の

イ
メ

ー
ジ

が
ま

だ
確

立
さ

れ
て

お
ら

ず
、

神

話
の

世
界

が
い

か
に

現
代

の
暮

ら
し

や
地

形
と

つ
な

が
っ

て
い

る
の

か
を

丁
寧

に
紐

づ

け
る

体
験

プ
ラ

ン
が

あ
る

と
「

は
じ

ま
り

の
地

出
雲

」
を

よ
り

深
く

理
解

し
出

雲
だ

け

の
ユ

ニ
ー

ク
さ

を
実

感
し

て
い

た
だ

け
る

と
信

じ
て

い
ま

す
。

　
今

後
の

旅
行

の
流

れ
（

P
3
0
.3

1
）

を
考

慮
し

ま
す

と
「

神
々

の
国

、
未

来
に

八
雲

立

つ
」

の
コ

ン
セ

プ
ト

に
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
F

IT
コ

ン
テ

ン
ツ

と
地

域
住

民
の

参
画

が
非

常

に
重

要
で

す
。

サ
ス

テ
ィ

ナ
ブ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

（
住

民
本

位
で

あ
る

こ
と

、
次

に
自

然

や
文

化
の

保
護

が
重

視
さ

れ
、

最
後

に
経

済
 が

付
随

す
る

）
の

観
点

か
ら

も
戦

略
A

（
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

）
・

C
（

誘
致

）
と

同
時

に
B

（
住

民
協

働
の

ま
ち

つ
く

り
）

D

（
地

域
と

の
協

働
体

制
の

構
築

）
に

も
早

急
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

く
思

い
ま

す
。

こ
の

取
り

組
み

に
よ

り
そ

の
日

の
う

ち
に

近
隣

の
松

江
市

・
大

田
市

・
雲

南
市

な

ど
に

移
動

し
て

い
た

個
人

旅
行

者
の

出
雲

滞
在

日
数

が
増

加
し

経
済

効
果

が
期

待
で

き

る
で

し
ょ

う
。

案
と

し
て

は
「

町
歩

き
」

「
縁

側
で

の
煎

茶
体

験
」

「
コ

ミ
セ

ン
等

で

の
活

動
参

加
」

や
「

町
内

の
行

事
へ

の
参

加
」

な
ど

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

市
内

に
あ

る

4
0
を

超
え

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

で
は

様
々

な
活

動
が

あ
り

、
ほ

と
ん

ど
の

町

内
に

地
域

の
歴

史
に

詳
し

い
方

が
お

ら
れ

、
由

緒
あ

る
神

社
や

お
寺

も
存

在
し

ま
す

。

ま
た

民
家

に
は

神
棚

も
仏

壇
も

あ
り

、
町

内
の

寄
り

合
い

の
た

め
の

南
向

き
の

座
敷

と

庭
を

備
え

た
お

宅
も

多
く

残
っ

て
い

ま
す

。
地

元
の

日
常

生
活

を
体

験
す

る
こ

と
で

出

雲
大

社
、

万
九

千
神

社
、

伝
承

館
、

民
芸

館
ほ

か
の

施
設

、
景

観
、

今
あ

る
コ

ン
テ

ン

ツ
が

心
に

残
り

「
本

物
の

日
本

の
姿

」
「

は
じ

ま
り

の
地

・
出

雲
の

物
語

」
と

し
て

イ

ン
バ

ウ
ン

ド
客

へ
強

く
ア

ピ
ー

ル
で

き
る

「
住

ん
で

よ
し

訪
れ

て
よ

し
の

観
光

地
域

」

に
な

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
以

上
を

踏
ま

え
い

く
つ

か
質

問
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

　
地

域
の

事
業

者
や

住
民

が
参

画
し

て
提

供
可

能
な

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
の

造
成

（
p

.4
8
）

 は
D

M
O

(p
.7

6
)の

企
画

開
発

の
ど

こ
の

機
能

で
対

応
さ

れ
ま

す
か

？

1
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意
見

番
号

項
目

小
項

目
意

見
内

容
市

の
考

え
方

8
戦

略
C

誘
客

・
フ

ァ
ン

拡
大

戦
略

C
-3

. 
新

市
場

の
創

出

（
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
、

多
面

的
な

誘
客

促
進

）

　
 イ

ン
バ

ウ
ン

ド
（

F
IT

）
に

特
化

し
た

コ
ン

テ
ン

ツ
造

成
は

計
画

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

　
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

個
人

旅
行

者
（

F
IT

）
に

対
し

て
は

、
多

言
語

ガ
イ

ド
の

充

実
を

引
き

続
き

進
め

た
う

え
で

、
出

雲
の

歴
史

文
化

や
暮

ら
し

を
感

じ
て

い
た

だ
け

る
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

を
四

季
折

々
に

提
供

で
き

る
よ

う
、

コ
ン

テ
ン

ツ
の

充
実

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。

9

戦
略

D

観
光

地
経

営
体

制
・

人
づ

く
り

戦
略

D
-1

D
M

O
を

中
心

と
し

た
観

光
地

経
営

体
制

の
構

築

　
将

来
像

の
実

現
に

向
け

た
戦

略
一

覧
表

（
p

.7
5
）

に
あ

る
戦

略
D

に
基

づ
く

地
域

の
役

割
分

担
の

地
域

を
さ

ら
に

細
か

く
（

地
域

事
業

者
・

地
域

団
体

・
地

域
住

民
）

に
具

体
化

す
る

と
ど

の
よ

う
に

な
り

ま
す

か
？

　
個

々
の

プ
レ

イ
ヤ

ー
（

地
域

事
業

者
や

地
域

住
民

な
ど

観
光

に
関

わ
る

様
々

な
人

々
）

が
事

業
等

を
推

進
す

る
こ

と
に

加
え

、
地

域
内

で
の

連
携

を
図

り
、

地
域

団
体

も
協

力
す

る
中

で
、

着
地

情
報

の
充

実
や

、
地

域
住

民
の

協
力

を
得

た
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

実
な

ど
、

地
域

全
体

で
の

取
組

を
検

討
す

る
体

制
・

仕
組

み
の

構
築

を
目

指
し

ま
す

。

1
0

戦
略

D

観
光

地
経

営
体

制
・

人
づ

く
り

戦
略

D
-2

地
域

と
の

協
働

体
制

の
構

築

　
地

域
団

体
・

地
域

住
民

へ
の

協
働

体
制

の
働

き
か

け
プ

ロ
セ

ス
は

、
講

座
開

催
の

後
に

ど
の

よ
う

な
方

法
で

住
民

の
理

解
や

協
力

の
拡

充
に

つ
な

が
り

ま
す

か
？

　
住

民
の

理
解

や
協

力
の

拡
充

に
は

、
広

く
イ

ン
ナ

ー
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

（
地

域
内

に
向

け
た

広
報

・
啓

発
活

動
）

を
強

化
す

る
こ

と
が

重
要

と
考

え
て

い
ま

す
。

併
せ

て
、

地
域

戦
略

会
議

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

な
ど

を
通

じ
、

観
光

ま
ち

づ
く

り
へ

の
参

画
の

輪
を

広
げ

て
い

く
考

え
で

す
。

こ
れ

ら
を

通
じ

て
、

「
市

民
が

も
っ

と
出

雲
の

こ
と

を
知

り
、

楽
し

ん
で

い
る

」
、

「
観

光
ま

ち
づ

く
り

に
よ

る
地

域
の

発
展

を
多

く
の

市
民

・
事

業
者

が
期

待
し

、

様
々

な
形

で
取

り
組

む
人

や
ビ

ジ
ネ

ス
の

輪
が

広
が

っ
て

い
る

」
と

い
っ

た
目

指
す

姿
に

つ
な

げ
て

い
き

ま
す

。

1
1

　
出

雲
の

す
ば

ら
し

さ
は

、
歴

史
や

文
化

、
本

物
の

豊
か

さ
を

現
在

に
継

承
し

て
い

る
市

民
の

日
常

に
よ

り
支

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

住
民

の
視

点
が

今
後

の
コ

ン
テ

ン
ツ

造
成

や
組

織
改

編
に

反
映

さ
れ

る
具

体
案

の
早

期
構

築
を

期
待

し
て

お
り

ま
す

。

　
ご

意
見

の
と

お
り

、
出

雲
の

す
ば

ら
し

さ
を

継
承

し
て

く
こ

と
は

重
要

で
あ

り
、

基
本

理
念

に
お

い
て

、
「

私
た

ち
は

、
観

光
産

業
を

持
続

可
能

な
ま

ち
づ

く
り

の
原

動
力

と
し

、
神

々
の

国
出

雲
の

文
化

と
と

も
に

、
豊

か
な

出
雲

の
地

を
次

世
代

に
引

き
継

ぎ
ま

す
」

と
定

め
て

い
ま

す
。

　
具

体
案

の
早

期
構

築
に

つ
い

て
は

、
令

和
７

年
度

に
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

策
定

し
、

着
実

に
取

組
を

進
め

て
ま

い
り

ま
す

。

（
全

体
に

対
す

る
意

見
）

1
7


